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インド第 3次 5カ年計i闘の中間評価

Government of India, Planning Commissiりn,The Third Plan: Mid-term 

Apρraisal, Dむ！hi，おfan.a只erof Publication日， 19n:i,179 p. 

はじめに

インド政府立十画委員会は1963年11月26日ト二第3次計闘

の中間評価の報告書を計阿相B.R.Bha宮at合通して議会

に提出した。この報告書は1961～62年から1963～64年ま

での開発の実績と計i崎期末；こ実現可能と思われる；ui主計
よぴ開発の水準々示し同時に残る 2年間により急速な

発展を：達成寸ろために現段mにおいてとくにn：必：守嘆す
るtil附実施上の清点合指術J－あIllドr2f'ドI',;/i司 11’G’t壬l'-11
H：：こ問か，／1fニ同家開港移談会 (National I kvcloprncnt 

Council）・，：・’者，Ji主.11. 主iパニ中央政府0JI孔；t，，ピ...fニi,I}) 

－りある汁

19“l年4月： It(;:1: ・, ／」第：i次品h町 J.. 先iJ•i.> 三玖：ι’Jfj 

11'ifユ.n・j市iの開発綬験にJたJいて作成さJl、将本i，ノJ約I.'ilf
r:可のj圭JPJ開発，ii’J!lijc'J綾初0）段階と L・c i ι ド経済ゥ：；：•.if

かー》｜’I1主的発展たとげるためにぜひとも達成L，なけれけ荷

なt',t;い綾小限度の目標を設定したものであるニとが”1・

~明書にう f,:f. オしている。

第；1次計闘の初めの2年間の国民所得のヂ均年間成長

率は目標の5%強に対してわずか2.5＇｝：ら；’ことどまったむこ

の「緩慢な成長、｜のおもな原悶は依然として国民所得の

技大部分をr1iめる農一業’lニ．産の停滞または後.illにあること
がllJ)f ，，）•｛こさ iγl：いる。 1961年のセンサスによる f ンド

人nの年｜首JJfj/JU率は2.15%であることを思えlr, f ンド
経済の直面する事態の深刻jさは十分にはかわれようひ｝Jll

えて．中FV紛争の激化によ「て1962年JOJJにほ非常事態

が山：;,i・2-;j I ‘｝Jlfl: 1.献統してIW衛努力がmJ-:J',/1‘ごし、る.lJ/.

1たは，経済flfl'f{t:w一新fニ11:!H:t!と衝撃をもtこ！，い fニド
C）政治，h上J：有i’ri：て＆uι後段大Fん試練を要求L:1.，、合
fι ド政府は~Q.{f第 4 次J「I品の桜当ttd'FJ北中v戸あふり

したが》℃ーの中間報告書に4、ぷ,!Li’ニ第3次，；十1@,JJ，洋側i

と展’和主十分検討l二11/f.寸るものと思，われる。ニンξ11-t

主Lて経済開発の実績とその諸問巡の部分：1二限定して概

要を紹介しナニい。

なお本報告書の構成は全体的考察の前半部分，すなわ

ら第l章「総論J，第2j章「経済的背景J，第3爺［計画

6之

:/i I Iiとれ標J，第4主主「言l・fザliの資金iJ五U，第5軍「外国貿

易と国際収支J，第6重苦：「章者用と労働政策J，第7著者「行

政と計問実施」と，個々の開発計闘の検討の後半部分，寸

なわt，第8i'l1:「農業と農村経済J，第9章「潅話誕と電力J， 

第1り宝若； r・ 
F在物と [i骨hj，第1：~章「潔輸と通信J，第14章「科学調子主

とn然資源J，第15京「教育J，第16鐙「保健J, 務17箪：
｜｛主’七、都市および農村JI同j，第181設「総社；1・1荷jで．

Zをおこ（よJl・11封建tl会!l）中間評価に対寸る凶家！開発得議会
0 J 1liilJJムイ、jぷlI てし、み，

I 国民所得と生序；の動向

年i；；；大正1・1唖iHi’I 1'!:ffJか，n，，発終的経済令指f,,J・:J"ゐ生

約的IJ自治JJJjrl）第 1liM1iと考えん；／1，過去IO年間に築かれ

た経済成長々基礎と L℃げ1・1創Jt,IJtHJに農業司プ主；l0%, 1:%; 

'I＝.此70%，同l（所得30%のJ悦／JJJ右：；包！主主L’といたり Lかし

1961 ～ (i1年の24:-1日！の国民所得成長の実績はfl僚をかな

りド！日iり，年間成長選終はlI 際の5%強にあIして約 2.5%

であったと総計される。この国民所得の相対的に低い成

長率の原因企なす生産ーの劾fi,Jについては，運輸，電力，

て業部門では実質的発展があったにもかかわらず，幾書き

i百H”jは依然として同上近所得の最大部分合点め， したがっ
て総国民所得は股業生皮の動きに決定的な影響を受けて

いることにIt意；しなけ｝.Ltfならない。

年I1年度の農業生庭は前年よりも高く，生産指数は，

1960～61年の139目6から141.4:c.あがったu しかし1962～

伝的与の拘定見積もりに上る農業生皮指数以． fj・渋， ジ J

- I・.泊料尊重子の人々なく食糧殺物’J:gi'.(の減少によ，r
1:16.8 , ..・：ヵ： bた。現行年度。J作物見通Lはl珂る＇， ＇＇，農

業生産Lt.天候条件l二J.·：•てんきく影響合受けtいと，，， l 

かL1次J;.! J: 2次の5り＇＜fJ十凶期：b,0)1:f.産の変動に比

べ仁， ト降JJr色jノ、の変動0）悩は近年若いお1l少Lているr

現在むを3誌の生産性を高める特別の努力がなされU 、るニ

とを考えれば，有利なモンスーンに工って残るill劉期間

に農業は.Wtil択されると思われる。

農業に比べ工業部門の実績は楽観的である。初めの2



Ⅱ　物価の動き

Ⅲ　公共財政と計画支出
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(f間］）工学生yの1内/JIHJ"i: ;/ I ~" ;Jl付日ぺ，日（）%’（＇JI，叶

fニ。こjしは目標のまμ.問lt刊rn，者約ll'Yoには達し九山、ιしカ・

し工終生躍の併j告変化にa,1-ltl1i.::, ；~s 九伏計約1·CJi（，＇，＇正

¥:t ＇寸（ 資仁財J：よn・基礎［！当中11¥l財 I＇業 J情勢’tJ: 'J 

l刀7.,1，、も l Jである …’般工業民hlf't行数d〕；）》んやめゐなWilm

J工作i俊財L業。）＇tg主迫bllが比較的少なA‘ったことに，hll社

寸る。綿繊維J.業 I..場川崎']17;/C:料'J:産｛エ19（下二年にJ土司i1；ド

よりら低J、つ.＇－－ o

第 i沙て＇.i匝1司jl』t¥i達1反！コf土仁t

』主jf1Ji去よりも高くなけれ：：：：ならな＼／、C そのために予定よ

fJ j射している政府およひ民間部門の重だプドジェクト・：，＇

p.、hカ 実地L，設fii，能わ刈用y障’Sを冷去Jる1?i江

川三リl－い／Jc lか l 現実の生産1明大f;t閣内およこメ輸

入による原材料や部品の供給に大ぎく左右されよう。

n 4t1価の動き

以jそ総11：＿産 I ）増川IU.f忠一 1J411U1 , f二：：. f｝＇.資0,f,!IJ

にはユオlI＂比例－，「る後退，，主人九れ， h.か，）f＿－＿、戦時的部l"l

で、の投資水準l工高く，年々かなりの本・r:J'¥'1UII Lに。政府

c1,1r'1-・,1, ,.,1亡、民1n1百f,f＂：，こi 、イ i》初、／弘び〉2年IHI'>f主1

F，窓害ii工， J三期 れ：投'L"fy、，lト L～はれい／ゲ第：t次，tl・i'hi

の，相定｛三ほiI相応ずる 4，のであったと fl~わ;j，，る υ

二のような生産と投資の動向と，さ川、二外貨事情C)jfil

立とえP考んれ；~. I r:11勾物価戸－OH:/Jが、円然 j二怨＼.itt二つ1

1961～6＇.！＇ノ山こに農主物 τ；ft宅配ι〉増川、二）つ，：一般物{:iii指

数は3.6旬、低下し十 しかし 1962年4月以来物自ffは上界

傾向となり，食糧価格の動創立一般物価指数以上に激し

かったc 1962～63¥fのIii』女sr一！長に＇，；＿一身＇2:指rn.よ:.l',Yo（，＇＇、｝
昇力i←i竺l ，＿む 1引63司3JI末式＇ :, 9「l半rま：tこ， H手法主
126.捕、‘，1:n ：，へと 8o｛，以上増加した この物価上界的
犬iffl分ば食縄，とくに米，砂糖，ヴjレ（組欄）の価絡騰

Ii:によるもの℃あイJυ
高・，.：；次T卜両初）；の干;CJ2.心不信J／，，とIdf, J般物liiE指

数o,J.-H: L約7.. I "ii と内定元~L {', この数字!'I体l工小，13

に高いもの勺はないが‘問題はこれが第：nk計l必uJ¥JllllJの
物価上砕い添＇mされたらの tにあるーι,': I～， ; -_ J'.Hi3~f tl) 

めJ::J,;,i\~ 0 ＇＇（：］価 1昇：：消 I?必守山高価怖の山麓•， ）＇京i人iうた（’〉る

ことーさあち， lリ62；ド半げ以来持干の必需品佃i絡が圧力企

受けていることが明らかになり，一連の価格抑制拾fl{!;;

とられた。しかし，物f1lli，わ）玉J）ぷ｛対白O)t:i:続（f'.j'J::Cjj己

ニι＇IJs¥ ,-＇.，程・rにJ，［じ「必守s品上！｝靖rYが物価安定O＞た
め：・＇＇，必要とな 7.:O 士のーとは防衛計画が重要性十J脅す：こ

従勺て，これらの品目の消費も楠加するという事実かlコ

'¥. ef('!,l_（件あろに

班 公民員十i攻と汁｛箇i支出l

1 公共Hi政

中チ、ぞれょっ＇ HI政府内全予算 ~tufよ， 19刷、時l'<fO;:2f-il 

惚f-iOOO万ルじーから1961～山年には281億7000/jJレ1：ー＼

19行2～ω年；~a. 356 ｛鼠1000万Jlピー（修正見wもiJ)i 
Jfi 1JU L jてυ1%3～64'.f-<7）予算支HJは417{;j:3000万；t，ヒ

-cc・，前年度争上ヒ＜た網加の大部介fi防衛支出の増大によ

る。この支出に対して歳入は1960～61年の 172億3000万

Jレピー， 19fil～fi:2年r;J194億7り00万Jレピ , 1962ヘ 63年

0;'.223億70(川万 Jl,,ピー（終TE見限もり） -(,, l'l63--fi4今

わf’算見積ιり，t269f:意4000万ルピーである（政入をこ
える歳出の差額ft，各年とも一般公募の借入，外国援助，

資本fli}J';tどの総収人で｝τj！＿，；行合わさitてLる O 赤字財正1.，土，
l'llil～ゎ24＇γはi付信、州（）（）/J＇レ仁 で、 19fi:2～｛：九年／；）実！とイ

ヴ・，，Ji:、生’総額tU 7('f1()007j，レビー Lなる℃あア〉う，＿， 政府I
l刊のtfli笠的J将大（i赤字財政lp よゐ］、りも．れしんI斜税‘

資本初逗♂）収入つ司tl専にL J '(_ 1i~ tニJれとい／’＇ C

,, i樹立HI

；ぉ；l!Jと，ifμtii<1>Yi資材、額lJ、1040((:l:/1,, I 一介予'itiL，政再下
期l門投資に日：m倍、）レ I：ー，民間部門には政府部門かれ（））

綴りかえう？の見紛もり20憾ル l: .を除去 410憶｝レ Lーが

ふ ζI¥,!t,f二u政1(13111"1：司レ号 C'，.－.経常支；i',O)!!,(} f,(i、？レl

-，，，：準備さA＇，総額lL 750LQ' ；レ 1：－~：.あ｝ナニ。

1961～64年の中央および州政府の支出総額は約4201窓

ルビー，すなわち計画期間全体の約56%であったと推計

.::.ALるO 輸送へ内支出法的のお；門へん什支出よりもTわぷ〉

ぺ大きく， うらに農＂＃号、電力， L業＼の芝出4年々箸L

< L明加した、各開発部門の支出の相対的比率はlj襟どお
りに維持されたが，運輸通信部門は総支ll',の2:i%セ占め

た。こiしはlリ61～ 62｛ドの総送への圧力を号滋！， .¥. f)i 

1i！犬総）き能力のWI強と；)f:1,f；事態の必要の止めドこれらの

/ftll"lの計幽がif:l加されたニとに工るものむある。第 1火

山1961～付4年のj二要開発項llCJ主社：－，＇，：’乃τt。

政府，：;i,l"j,J）総！と出官民750億’cI：’←！〉挙i(i1tこX.;L →，，a,; I 
jliij c/J: Iリ、（［在Ji!；＿投資の山倍、ル ip 一式P も子守めγ約830僚

’レド－ ），見積もドヲれていfニ，， しかし．運輸・通信．定力

部門の計画の追加，コストの治大にょにざりに与C¥4次

主ii雨1jo,）＇鎖的作業が必要と is:'tこt:..,iAこ政府／；：；門，；／＼.d引111

(7；コストは駐在では？っ子高くたるものと尽われるf 計画

期間全体の政府部門の支出総額も，諸資源の利用可能性

に依存するが約800億ノレヒーになるものと推定され，
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Ⅳ　第３次計画の資金源
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第 1表 ！！社千t JJj 11 ¥JIJ 主 fl', 「i悼（ウ： 1000万ノレヒー〉

lf( ｜｜ 

農業可卒、！法院12早
大・，1，民l 依，II'n 
（洪水防止を；，，む）
託 J,

品f、 l 業

l守山小；＜！. 検｜司、

運輸， i邑俗

，上~；事 lS そ＇， f:11. 

γ正 we!)

1%1～(j(i 
lit Jfk if: f;,'i 

l ,06K 

b50 

I 1)12 

l ,520 

'.164 

1,48b 

J ，；｛α） 
主税）

1961へ62
7ミ !I!,

117 

1(ト1

i::9 

.!Hli 

:18 

:m2 
二14

，；ト 7,500 1、1:-io

〔注〉 (1) 作庫投資は各所項目に分配されている。

たがって1964～66年の支I.Uは約，l80億Jレぽーとなる勺あ

コ）。

IV 第：tiえ ,t十世lのもf金iJJi~

I 1%1 li4年＇ I資.'.i::,c喝述

過玄＇.＇. 5 11:1111久，f；金－：j1↑およJ 法 i＇）重弘3な発明が，，， ) 

fょ。第l＇こ防衛文 Llll，；大帖iに晴／Ji!しにこと，第＇.＇ iごf山山

,,1 :1両外Jf!13 I 》し >!,t!J .)0) (,I積4,＇・＇以 iょの支／i；ど＇.；：る

とが'I'lll刻、たこ t,, ;xi :i r ，二； 111常利悦収人ぷ鮫N.能：~.宮内

jニによって人－きくm加したことである。主「〉にJ泊税に〆》

1962～6:l 
向fff,1,l訟を／1I) 

187 

120 

18:l 

258 

,j,j 

361 

'.'61 

1,414 

1963～64 
子（'i児五『（｛り

227 

117 

247 

'.165 

4,1 

389 

265 

1、654

19“1～64 
F一一一『，、ーーー一ー、
,ii 比率γ’v
忌Ii! ;i'.-l 

341 52 

5“り日6

809 5:3 

12/i 18 

I 1,052 71 

740 57 

4,198 56 

いては，中央政府Gは孟Ii踊H棟、以上の改善努力がなさわ、

少H政再J·，~もが／工りのi斡税がti-江われた。初めの 3 年間の

討／ilq支II',＇＞財出itニ：1}2炎； ,i，、大れとJ,,
El肘］～（i21f.O)fr[税収入は良好γ3，令：体と Lて？？資金調

j全LI経消に対Lてなん 17）！土力ももたりさなかコt：。 19b2
～li:lfj吋 Jノ河期11J能fょ外国以助♂ノ，，， 1ニ 資金i133低 (j{)()(I

J-j，ろか字財政は17億1000万ルヒーでそれぞれ見積；｛，りよ

りも少ぷL、とJ.2，（わ；｝1，る..j1!)'11tff '.i;,iJJ必上修止見積もりより

も最終Lι情勢vI良妻fi守あ.，：，O 堤防立の iiHtJ141 i{lAOOOij 

jレIi＇ー上りも低かったと推定される。

第2表 開！の資金油；f （単位： 1000方ノレピー〕

第 3次；n・ 西l 1961～62 1962～63 
1963～64 

項 日 門会 lit ,,,,, ヌミ 績 修正見積ムり
ごに，:J見l'iもり
（調整

1.料常収入による剰余金 550 166 -42 -4()'.l 

2. 1,;, .f( l ,711) 10] 237 5(1;¥ 

3.鉄道の繰入金（a) 100 45 14 13 
4. ，，の｛l! 政if企＝片付余 45(1 34 2iせ 77 

5.市場公憤（b) 800 147 201 200 
6.ノj、 tH 1rr 者，（c, 倒的 90 102 1:1:i 

7. iii JC：公債 2fi5 54 59 65 
ぷ鋼鉄f而1科、ド術主i;4c l 05 l ;i 7 

9, ，，＇画外：，： ii＇，；＿＿元のお係日本 lj：！へ；f 170 50 164 220 

1 O. 1～9のiii' 4、750 700 770 906 
11. 外国十（ i担に~I r.r,: ,J u 子＇1,i11児入（b) ’j‘200 262 437 5117 

12. 孔’f’；!1 政（b) 九日（） 168 207 241 

言i 7,500 l , I :m 1,414 1,654 

( il i 即、，＇＂£料 ま，｝， ＇川れが .＇f州Jセ府H【，lit河u,;i，、；》）l( hるぞ〉
(a) 引 11(2）に合まれる1'i：答料f金，Jlき上lTによるJI見入を除く A
(h' 第； l片言iir't}J=，.＇〆止義；こ準十 tl.；る γ可jJJ占公績 は一般公；μこぶる政的公約乃純明収。！赤ιj-'.jij政」；土持
備銀干lにあIする政府負債。「外凶J差以jに対応する三予算収入Jは P.L.480紛入によろんピー資金の純消加，
外［ロrn前＇｝・JうよアJ借；，， i：＞ ら c/ ）＊宅~~へを千：む「o

(cl 懸賞金千lき債券、金債券，強制貯部三l'lt!1iの収入を，：干む
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Ⅴ　外国貿易と国際収支
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Ⅵ　雇用

Ⅶ　農業と農村経済
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i1l1 料 Ni ・f- 1000トン 日，64:-l 6、520 6,848 6,766 9,820 
ユ〆 ト 1000器、 iマi'.lK ::,982 6,:1<1, 号、：＼67 6,181 

タ 土2 10似ト ソリH 307 ‘i’12 :m1 32S 

主主 100万ポンド 628 708 781 759 900 
二2 ヒ 1000トン :14 67 45 52 80 
三Z A ” 
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Ⅷ　潅漑と電力
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資 料一一…一

3宮6表

、'" " lドlqI' i"' 

人、・ 1i' ¥'. i',' 中j 1111》ιノ－ ,, - I'.' 戸
'J、 l~. ド＂， ぞl I'.' K 
l札 ，，、 11 O 

(,. 
)'. よど II 
r.;, 

It' n i" 'i'i' 
ノベi

一， 中｜ lll(lli iノ i、111)(1
干主 下｝ jlll) 

り n どり｛｝
『；！＇.ii, 11 1ヘI＇＂中 l ［（｝（）ノJlン :, I¥ 

,, 1c,I) 

f1 ill' 1111.11 fム－ /;. 11 I> 
••(1 10 i't' ,,'; I 日！｝

1]1 11,J' ,J；叫べ， 'I、

.11, ＇： と ,,;, , '.l¥ :, {}'. , 1 [rlr; t CJ Iブ、河川｝ , q・,1,'> t,l （， λi'v 

flil I、iノJJ(ll)ll科l'; , , +Ji ;'~ i, f!i' I ,c '. 3こ，，， 191・；コヘ山＂I

J、：：；三l)lil)0(1,Al(,, ,(,9_[)1ぃfI ‘がjl万b(l()(IHl.i',.1，：事r/i’
＇：、 i［＇，.（；＇！.社1｛「i判li',(U）：：工二l(II)/), I ？~＇＂］お l（，平；/Ill；＂《

人I：；初＂＂ ''.' "i-l';J: ・，，：＼＂，＇，パ 1・,:lfi＇九三二 JI i叫filヘh; 

,1 >11tl"ltll (,L, 111. ＇，パ；J「1.: 1 I I JI)! id JrJん...j'l（む：，111)(11)1l 

iリhl ｛予三 ｛りh三、打：1 lリli.i-r;4 1%1、1;4
れ＇， 1・ ち『 十二十二 o.;, 

II K 4‘〉リ,, ,1:, k、h「てP '.' 

I K ｛（） Ii 'I ぶtリ
I 0 I I '.' (I l ,j ・10 () 
［〈｝ :1.il :, :, ](Iιi ιi【i弓，

Kl !ill ,l!; :ll l 

'.'KIi :i，‘，（） .J:,11 '.':i(I :,1 :l 
7~ ,'I() Iii() リ（） '.27. :-¥ 

｛？？ 「i巳－》 1＇.＇り
.,_,, :, (i I .2 ,If，.コ

＇「、 ドλ 111'1 ,tl :il '.' 
I'.' •1 ](i. 2 '.''.' 7 l'.'.:l ,j()己

】i)"  ノ 17 .Ii 

1i1 小川1dJriiO,'uLいよj’， ・I・ JI!・ r, i ，：、Ifニノ＇， •Jイli古f't＇＂守山

!l!,i’f-,; ) h'¥ Jil，＇：は明言りのた＇， の5、 ; Ci二，j、ft'Jillの土j也11λし

i，とLiよ大規検i. .f,; ¥. ャ石 二：IJ改，＇／・ u >)ij＇：：、多：／’j

1''i.z：’Fど心p11・ !,, 『＇.1:{c;flジトノ妨げと心》てL色ら、ぺJ ,; 

• • ） は々；ノ；＇ JII i J也！リI/ J1iふ：＇：j日UQ,;:/:'1.どJょの：i);jヒ二；／：.1:・

i J也持門真，）> 1:)j 11 ・ li''i i「，＇，..；、，i;iう；＇!, ；こん全力J)！，＿’失うねtH

t・,  1L 'L/:IJf,,11':'i' 「1；よ.J!：、， ; '.' ;i :li , J :i {C),011(1 ・, i勺，：， 陀JLJJ＇）幣Jlj'紋 ｛＼・ ,, 11 t.¥'1:;.j:t)N；パィ川、う
I j lレ J '' i川！と 1.. ::1.: ＇、 Ii/.•c:、 •L ' : ,i'/J;i I [)~1.,f£ ,'( J主治 I:, ',.J：、W.r::J、十Ii政1{JcJ;ift:'(JI J山改ii',,'r. 

[/i;l"lll'i・ ＇，：判： (, I , ; :i11 ;i;Jl,:J . I；行＇：， .jJ /., I 二＇lt:i, 1:,.1；、UIf!, //,1Xf三＇ ' ・,' . .：，’U'.i, 1:(1,::,;;',i;!J" k:/;i：分＇＇1 I 

」'" • 11r↓，＇乙 l川l r,:!;I ・ t>i’仰1P;,/,:i11i：丸二： 1:-, L ・> Jt~Jmりい I i'l/!i ！／υ ！，，什 ／卜n ,,,J ,; I怜平I）！，立：,Ii・,,,11 

l’＇ ,:: ！｝，，］行i;';id,F,': I W;:tl”と Ii：＼勺、 ，｝ 旬、／［

，己I吋，，，，・,・ i'1 '' ・. ·'ii~ ):> ipi1i j;い）約 l:i'¥,

JI ,',ij J, 1:L 'I：りr:,",, . ! ;1;1,u1 Lr，り11I'., U:ii'<:.11'; ii', ' 

iiH,Jr忠利企p；’社l", 16民＂l1il>i：ニ冶：； ,k" I H"i .、mιヘ（心人
：じ令lI，＞：＇わ ｝：， ' iゴ斗て1/¥J；戸 lj、i討0 '1 '; i ,, ト・ ＇，， ν 

, '; I・ 口組織・，.' 州 l・, l必［1,j制i(, 組｛， d t', lワ州＜Xl、

111] ¥ ,, ・,, .＇・‘ち、山 !II, , !. U11.l,,t'.lR, 11、（＇1g'.'. /JJ J 

プ： I ,J、f,・ ！日！！ ·.~ lじモノL(,; i ！二》 とh三ヰ＇）＇.，

¥'Ill it悦と＇1'1i/J 

I ilr今政

ぜI:l次，；h11iii t 斗） ,'.,i-¥1};:t能力紅、i：とヂIJ片iの 111'.¥tlべ；jI 

). , Ui:¥OJ j J. ・り一、 l'.!Hl)lj工 り←....;J_;,. t: 、兄、（

松1(qh'/dl l .'j,ll阿/1).・ '! ..• +;, , '·~ ' , Pい：＿＇ .T り 川政/ff！｝ノliUi1!) 'J~ z.i'i: n予土t：：三 Lrt; ;' 1110! j工ハの泳

I JUiJ或7ト リ..tlJHL：「ノ・＇I; i1 、制l(,l 't fzi : : ij'.Hli:! I'Hi主）J' ]()()() !jコ－ ・'; C）干IJ)ll1(1ifi'lと／二乙《空； V))II 

(L、凶作i;Iコ＞j11)( 111 ー '!. ：十、 メー i仁川口～札11ド仁； / !it F悦能力：人iI t1J'1,' ）ζ料＇，f-..! ) : ）、干ljnJ）立，，，i],¥:,;!lィペ，＇；＇）＇. ! 

I・ Jf;, ,¥ Jiil 11附l(,, ' 1 J／.ケトJ二色！”＇（： l .j:i(I 、イy ii:Wl' 仁 川m:, 1¥"11,111(/J 1:r.:・, lかζが1号制的 ＇；！；， ; 
ゾ l• ，一！？
zr i l「一 ，，川三；iI l Ji . ft京令！' ：＇ 山＇／＇ii弘！：！ 二、 （・；I I '. 1ぺ’ハ1＇~少＼c1.K't ;, ＇ヘ 1,;,HHcスト日公

刊l(," I i,1,1. 一・q1;:,01:-: !I !. tr:: ,;111,',:1,I'ニ17111 ,, L＇イ、 ' _::, I /. トW/lm;-I ' ,・ r I ! 市 .; ' '; ｜、 ’；＇ノ己
1；、，＇~I山ノイ1 ！品、 l': ( ,J•h:'!1 （.二そ・，，,t,) ／，，＂コ 1・,:・.;, J レ！、 3時n、！）ノi 、！：~

U也・＂！ii',.,. ' i ＇）ど1111,I日i:,.  ,1,1日！）「ι伝 tJ11, , 1ft I i、 i均｜攻主（1, ノ、／ ’・パ＼ツ，J,',j述C；［二心勺）外貨不！ι1,11;,-1ペと

,J、1'1'.i,:J ~－＇汀 i（， 、 ・1Jil!fザi1J11,j品川！な＇，.，＇，（心開iむ I¥,'<J'P統 :,; ，！一、’th'/'.:</¥7 N；二ノj一、三｛ノ：｝

f「’J’J .1 ,1,1：：；介1七月＇＇ ljξii ,;lpl;i，ょ；Eとノi 【. '・::: { j＇、 :: . ,:,: ) J 

1111!'1日！日、／lれー ソ特ffリfr:;f')'iJj,,JlfJI附ij,, ,_ ,. " ’,t,:)) ,,1-pl!j ,・: (J iリfi[¥jL勺ら70ijト＂ ) ... トjノ込ら］<Jnf,t!:

可：＇J~,1,5 ., I 』， 11＼か l • • , , ill :,~ ~'. lL, ! ，ペ ：：ドJl'.'71) lj .¥・ ＇.＇リ F トi-~t: I '1人！な強化；どzことう＇. nt'.'i 

6-'S 



Ⅸ　村落小規模工業

Ⅹ　鉱工業計画
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%，金属製品（土69%，機械類は20～22%，化学薬品江上

び化学工業製品に23%であった。一方，消費財工業の明
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ヲクター，無機重化学工業などの部門では日原は実現さ

れるが，他の若干電要工業でに，生産不足となるであん

う。したがって第3次計闘の工業計画の全成果の利用は

l年ない L2年遅れ，第4次計画：主初めのでF必よりu氏
い基礎で始められよう。

3. 政府部門

支出の大半を占めるプロジェクトは三つの鋼鉄プラン

卜，君主機械工業公村 (H.E.C.）の機械工業ブ口グェ 7

ト， ボーハ －）レ京電3(＼工業 Y口ジェクトペつ、 riン〆＼イ‘

－！ ホJレカチ fーヤ，コーラケプルの肥料工場である 0 g,¥ 

2次”｜聞の立つのヒンドス廿ン鋼鉄つラン卜は1961～臼

年ま δに’之成され，lf：＿度は着実にI首加し I』標を達成したc

近隣械Ct公判ドのブ口ジ 1 ヴ卜は， 卜分な発展を示し

たわさじ（二ハ ：，，・！jロールのヒンドスケン・マ Lノン・ツー

ノレ <H.M.T.）の拡張は1961～62年に完成L, ヒンジヲ

ー）しの一仁「F機械工場は操業目前にある。ポーバールif:i:電

気工業ブロジェウトは生産を用大している。しかし，そ

の他の重要一戸ロジェクトおよび拡張計闘の多くが遅れて

し、る。十分な予備的計画化がなきれなかったことが遅滞

の大きな原｜おとなっている。

4. 民間部門
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あった。 1961～fi21fま勺に多くのI：業ーに，Lぃ一ζ令：il 傑i,,: !9[!))j)1；、必純白11縫｝Jは， .19附王子初め：！：で！こ完全操業となる（，

:IJ パーする i；楽：免許が港行され， ft本設備輸入，；；~.11Sは：14 7. 巡輸通信

億ルヒーに遥Lた。しかし1963年3月末までに与えられ 運輸通信社闘の第3次計画財政準備は 148/J立“削）｝j）レ

fニ外貨j民認を基礎にすれば， t,:-1三じ業＜i）生産能力！！燃は ヒーで，これに対して，認可された諸計画のコストは約

什i分が部iたされるにすきyない。外貨必要量：ぷうで柏原，1沼、 rn:i舷Jレピーと推定された。現在ではコスト総額は207億

されたとLて，（，，多くのじ業の11楳述成は失敗；二終わる Jレヒーと見積もられている。この矯加は主として諸計闘

であろう。多くの工業の発展は満足なものでなし （，｛i>. の特別~!Ji11－：.よるものである。初め 3年間の支Illは 105

鋼，工具鋪，ステンシス鋼，アルミニウム（修1Etl機：， {,(122007；ルビー（運輸部門96億4:100万ノレピー，通信郎r'1

鈴鏑，鍛剣， I：作機械，巻き場げリ fヤー. I肥料、ソ－ 8f意79川方Jレヒー）で討周期間の支l!J総額は 196億40（治

的凡紙および紋紙，新聞印刷！日紙，レーヨン・、1レス 万ルl：ー（運愉郎門 181億5附0万ルビー，通信部門14億

合成コeムなどの貫工裂工業の牛産は Ii 標；こ述 L:t•，、と！旦わ 9000万1レヒー〕となるであろう。

れる。その原｜刈tニII下検討中である＂ 過去2年間の輸送事情には犬きな改号警があった。鉄道

5. 行炭 貨物的ふ込み換算の鉄道輸送量立は1960～61年のit意5380

1961～62年内tilJt1！＝.践は前年に北ぺ消力lit土々し国家 万トンから1962～印年；こは 1億7470万トンにふえ， 1963

行j炭IJ目発公ti:<N.C.D.C.）の』準決長＼：Lt.200万トン減少 ～例年には l1.~：9150万トンと予想される。とくに石炭輸

したり 1962～63年の＇I＇.躍は 860万トンJi'/!JIIした＂ w:i次 il放のi攻持は警しく， 19肌～61年の4970万トンから1962

,n酬の妓終if.0)1＼：.産地はII標:7)9860万トン：：：ML約制約 九 li:1年ば（i020万トンにふえ， 196B～時4年の予怨！監は的目。

万トンJこ述ずる？あろう。現在の:tl1-Wlによれば，（j/J<.初当g 万トンであるο道路計測の発展は満足寸べきもので，総

ii初めの予必！上リも大予く減少し， L たがって｝，1袋；ょ自~1 キロ数は1960～抗1年の約2:1万0400キ口から19侃～6百年の

たされると）；！！.、われる。 27フ；0400キロに消却lするものと想定されていたが，初め

。〕 2{j＇.問に 24万8000キ口に達した。
第10表 部門別行仏UI＝.践は

（単f/(:1加 ｝jトン）

196.5へ〆6両
1960～11961～11962～196,l～引l山I ・］＇－恕
61 162 163 64予定I ' I l I ' [d紋子：総

24冒04NCDC炭坑 8.06' 6.05 8.43i 11.48 31.0 

シンガレーニ 2.57:. 2.831 3.23: 3.56 6.1 
－炭抗 j I I 1 

氏問剖i「t

｜一1]ss.勾： 63.吋69.ぱ98.6

4.10 

時l.74 

89.88 f
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一－一

6. 石油

第3次計画？こは原油試掘と生産拡張；;I"闘が迫力11'tれ，

初めの11億5000万ルビーに対して20億20附万ルビーのコ

ストセ要すると推計された。計画期間の支/JI総Wfiは14liJ.

70佃万ルビーと見積もられるo拡大された物（l',,J;il副の大

部分は，第4次計問中に完了されようc石油精製：.：－－ J＇..、て

は，石油産物需要の1690万トンの修正弘主！付，りに従っ’こ

精油計画は鋭、大され．ボンベイ治~高知H所の417j トシ能

力の拡張，政府部門精油所の255万トン能ブJO）説、桜，コ

ーチン精油所（精製能力2.55万トン）の建設を予定した，

これらの諸計闘の実施によって総精油能力は17907i1、ン

となるであろう。予定どおり進行すれば，政府；＇.司 l!”lti'fi1i1

高i脅Iiにつ＇，、ては，第 3次計画は迫11n37万5肌｛）総トン

ゆりを予定L，代替分をひけば18方1問。総トンの純用

力IIをはおもつどいた。信用条件の改善によって， 19日1～

抗2＇＜ドには 37万総トンを確保する措置がとられ， 1962～63

年；こは計間目標は上げられた。すでに約60万7000総トン

の船舶が入手されたかまたは発注を終わった。政府民間

両部門の発展によって初めの2年間に総トン数は1961年

4月0)85方知的トンから19ti:-l年4月の 105万則的トンに

j科』IIしにυ

通信事業：諸Hi覇，とく；lこ遠嫡地通信l工非常事態によっ
て19l化された。実績は満足すべきもので，初めの2年間

に12万8600の電話器架設， 474の交換所， 492の公衆電；A

所が！！日投きれた。 fl標は超過されるものと予怨される。

（閃港資料郎幹Lll・tiUえ）
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